






































































インストゥルメント・タブ
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このインストゥルメント・タブでは、プロジェクト内の各サンプルそれぞれ
のセッティングを調整するページです。各サンプルの音量をゲイン・コント
ロールで調整したり、サンプルのチューニングをしたり、このタブならでは
のパワフルな機能をサンプルに適用して、サンプル・インストゥルメント生
成に向けた最終調整を行っていきます。また、このタブにはキーボード・グ
リッド画面もあり、プロジェクト内の各サンプルのマッピング状況などをい
つでも確認することが可能です。

サンプル・ゲイン・グリッド
この画面ではプロジェクト内のすべてのサンプルのマッピング状況をキー
ボード・グリッドの形式で一望できます。サンプルを選択すると、そのサンプ
ルに黄色のハイライトがつきます。その他のサンプルは交互にブルーとグ
レーに色分けされ、区別しやすくなっています。

ゾーンの変更は、ゾーンの高音側の境界をドラッグすることで行えます。

ゾーンのアッパー・キーを、次のゾーンのルート・キーよりも高音側に設定す
ることはできません。

各サンプルの音量設定は、画面内の黒い横線で表示されます。表示画面の
下に、サンプル・インストゥルメント全体のゲインと、サンプルのゲインを個
別に調節できるコントロールがあります。それぞれのコントロールを使っ
て、サンプル・インストゥルメント全体の音量調節を行います。

Reset All（リセット・オール）

このボタンをクリックすると、プロジェクト内のすべてのサンプルの音量
が、プロジェクトに追加した時点のオリジナルの音量にリセットされます。

Normalize All（ノーマライズ・オール）

このボタンは、プロジェクト内のすべてのサンプルの音量を最大振幅（０
dB）にする時に使用します。オーディオ・ファイルの最大振幅は、そのファイ
ルのビット・レートによって変化します。なお、Nord Sample Editor、Nord 
Electro 3は、ヘッドルームに余裕を持たせた設計をしてありますから、必
要に応じて最大振幅を超えたセッティングを行うことも可能です。

Global Gain（グローバル・ゲイン）

サンプル・インストゥルメント全体の音量を調節したい時に、このパラメー
ターを使用します。個々のサンプルの音量バランスを保ったまま、全体音
量のみを調節できます。単位はdBです。設定は数値入力または上下の矢
印ボタンで行います。

設定範囲：±9.0dB

Sample Gain（サンプル・ゲイン）

個々のサンプルの音量を調節する時に、このパラメーターを使用します。
音量は、グリッド上に表示される横線で確認できます。設定は数値入力また
は上下の矢印ボタンで行えます。

設定範囲：±9.0dB

キーボード・ゲイン・グラフ
キーボード・ゲイン・コントロールを調節すると、このグラフに反映されま
す。キーボード・ゲイン・コントロールとは、音域ごとに音量を調節できる機
能で、サンプル・インストゥルメント全体の音量に適用されます。例えば、あ
るサンプル・インストゥルメントの低音域の音量が大きすぎるとした場合、こ
こで音量を抑える調整を入れることができます。また、サンプルを選択する
と、そのサンプルに対応するエリアに黄色のハイライトが入ります。

Reset All（リセット・オール）

すべての音域でのゲイン調整をリセットします。

Octave gain controls（オクターブ・ゲイン・コントロール）

オクターブごとのゲイン調節を行います。
Nord Electro 3の中央ＣはC4です（オクターブ・シフトの設定が「０」の場
合）。設定は、dB単位による数値入力、上下の矢印ボタンで行います。

設定範囲：±9.0dB

デチューン
デチューン機能を使ってサンプル・インストゥルメント全体またはサンプル
のチューニングを個別に調整することができます。ピッチが合っていない
サンプルをチューニングし直したり、サンプル・インストゥルメント全体の
ピッチを調整することも可能です。設定はセント単位で行い、±５０セントの
範囲で調整できます。
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Reset All（リセット・オール）

デチューンの設定値をすべて０にリセットします。

Global Detune（グローバル・デチューン）

サンプル・インストゥルメント全体のチューニングを調整します。設定はセン
ト単位の数値入力、または上下のボタンで行います。

設定幅：±50セント

Sample Detune（サンプル・デチューン）

選択したサンプルのチューニングを調整します。プロジェクト内のサンプル
をここで個別にチューニングすることができます。設定は、セント単位の数
値入力、または上下ボタンで行います。

設定幅：±50 セント

サンプル・ゾーン
サンプルのゾーン（音域）を変更する場合は、そのサンプルのルート・キーと
アッパー・キーの設定を変更します。選択されたサンプルには黄色のハイラ
イトがつきます。また、別のサンプルを選択する場合は、キーボード・グリッ
ド画面で直接選択することができるほか、コンピュータの左右の矢印キー
でも選択可能です。

Root Key（ルート・キー）

新たなルート・キーを設定
します。ひとつのキーに
複数のサンプルのルート・
キーを設定することはで
きませんので、他のサン
プルで使われているルート・キー以外のキーを設定します。

設定範囲：F0〜C8

Upper Key（アッパー・キー）

選択したサンプルに新たなアッパー・キーを設定します。設定可能な範囲
は、そのサンプルで設定したルート・キーよりも高いキーになります。

設定範囲：F0〜C8

Enabled（イネーブルド）

選択したサンプルを使用不能/可能状態に切り替えます。

トランスポーズ
トランスポーズ・ボタンを使ってサンプル・インストゥルメント全体のピッチ
を半音ステップで変更できます。

オート・マップ
この機能で、サンプル・インストゥルメントの使用メモリー容量を節約する
ためにサンプルを特定の間隔で使用不能/可能の状態にできます。サン
プル・インストゥルメントのメモリー容量とサウンド・クオリティのバランス取
りをしたい時に便利な機能です。

Interval（インターバル）

サンプルを使用可能の状態にしておく範囲
（間隔）を設定します。この設定による影響
は、オリジナルのマッピング状況によって左
右されます。また、この設定によってサンプ
ル自体が別のキーへ移動することはなく、使用不能になったサンプルが発
生した場合は、そのゾーンを近隣のサンプルが補うことになります。なお、
この設定を「０」にすると、すべてのサンプルが使用不能になります。

設定範囲：０〜４８半音

Map（マップ）

インターバルの設定にしたがってマッピングを実行する時に、このボタンを
クリックします。

プレイ・モード
プレイ・モードでは、各サンプルを１２音階で演奏するか、
あるいは常にサンプルのオリジナル・ピッチで演奏する
かを設定が行えます。

例えば、ドラムのサンプルをある範囲のキーボードにアサインした場合、ど
の鍵盤を弾いても同じオリジナル・ピッチのドラム・サウンドを鳴らしたい時
などに便利な機能です。

サンプル・プリセット・タブ

このタブでは、サンプル・インストゥルメントに適用する様々な機能を設定し
ます。機能の中には、サンプル・エンベロープ機能など自動的にオンに設定
されるものもあります。

ベロシティ・コントロールド・ダイナミクス
このエリアにある機能は、サンプル・インストゥルメントがベロシティに対し
てどのように反応するかを設定できるものが集まっています。

Amplitude（アンプリチュード）

キーボード・ベロシティによって、サンプル・インストゥルメントの音量変化の
度合いを設定できます。

設定範囲：None（変化なし）、Low、High

Filter（フィルター）

このパラメーターは、サンプル・インストゥルメントにあるフィルターをキー
ボード・ベロシティでコントロールしたい時に使用します。フィルターはロー
パス・フィルターです。また、このパラメーターは、より高いベロシティ（強い
タッチ）でフィルターがより開き、相対的にブライトなサウンドになります。

設定範囲：None（オフ）、600Hz、150Hz

Attack Time（アタック・タイム）

ここでは、キーボード・ベロシティによるアタック・タイムの変化を設定でき
ます。より強いタッチ（高いベロシティ値）ほど、アタック・タイムが速くなり
ます。

設定範囲：None（オフ）、Short、Long

Vel Dyn Enabled（ベロシティ・ダイナミクス・イネーブルド）

このチェックボックスにチェックを入れた場合、サンプル・インストゥルメント
をNord Electro 3にダウンロードし、そのサンプル・インストゥルメントを
選択した時に、ベロシティ・ダイナミクスの初期設定値をオンになるように
することができます。なお、この機能はNord Waveでは使用しません。
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キーボード・コントロールド・アンプ・エンベロープ
Decay Time（ディケイ・タイム）

サンプル・インストゥルメント全体にかかるアンプ・エンベロープのディケイ・
タイムを設定します。ループをよく使っているサウンドなどに効果的です。

設定範囲：None（変化なし）、Short、Long

Release Time（リリース・タイム）

Nord Electro 3でサンプル・インストゥルメントを選択した時のリリース・
タイムを設定します。

設定範囲：Short、Medium 1、Medium 2、Long

オクターブ・シフト
Nord Electro 3でサンプル・インストゥルメントを選択した時のオクター
ブ・シフトの設定をします。

マネージャー・タブ

このタブにはサンプル・インストゥルメントのメモリー管理を行うための機
能が集まっています。Nord Electro 3がコンピュータに接続されていな
い時は、メモリー・ロケーションはグレーに薄く表示されます。

マネージャー・タブでの操作はNord Electro 3のメモリーへ直接的に影響
を与えます。Nord Sample Editorは、常にNord Electro 3とオンライン
の関係にありますので、このタブでのあらゆる変更は即座にNord Elector 
3上に反映されます。例えば、サンプル・インストゥルメントをNord Sample 
Editor内のリストから削除すると、Nord Electro 3のメモリーにある同じ
名前のサンプル・インストゥルメントも何の警告や確認のためのダイアログ
も表示されずに削除されますので、十分にご注意ください。

マネージャー・ツールバー
ツールバーにあるアイコンをクリックして次の３つの機能にアクセスでき
ます。

Organize（オーガナイズ）

このオプションがオンになっている（チェックが入っている）時は、Nord 
Electro 3のメモリーの空きエリアもリストに表示されます。リストの中間
部に空きエリアがある場合、そこにサンプル・インストゥルメントをダウン
ロードさせる時などに便利です。なお、このオプションがオフの場合は、メ
モリーの空きエリアはリストに表示されません。

Sound Up（サウンド・アップロード）

Nord Electro 3のメモリーに保存されているサンプル・インストゥルメン
トをコンピュータにアップロードする時にこの機能を使用します。アップ
ロードされたファイルは、「.nsmp」の拡張子がついて保存されます。

Sound Down（サウンド・ダウンロード）

コンピュータからNord Electro 3のフラッシュ・メモリーの空きエリアに
ファイル（サンプル・インストゥルメント）をダウンロードする時にこの機能
を使用します。

Delete（デリート）

この機能は、Nord Electro 3のメモリーからサンプル・インストゥルメント
を削除する時に使用します。

Sample list（サンプル・リスト）

Nord Electro 3のメモリーには、サンプル・インストゥルメント用に５０個
のメモリー・ロケーションがあります。メモリーの最大容量は約６８MBで、
その範囲内であれば各ロケーションの容量的制約はありません。そのた
め、メモリー容量をフルに使ったサンプル・インストゥルメントを１つだけメ
モリーさせることも可能ですし、６８MB以内であれば様々な容量のサンプ
ル・インストゥルメントを５０個メモリーさせることもできます。

プロジェクトからサンプル・インストゥルメントを生成し、Nord Electro 3
にダウンロードする時、そのサンプル・インストゥルメントはNord Electro 
3のフラッシュ・メモリー内の収容できる最初のロケーションにメモリーさ
れます。

また、メモリー・ロケーションの途中に空きエリアがあっても、ダウンロード
したいサンプル・インストゥルメントを入れられるだけの容量がない場合、
そのサンプル・インストゥルメントはマネージャー・タブのリストの末尾に表
示され、Nord Electro 3のメモリーの末尾にダウンロードされます。

マネージャー・タブでリスト表示されるサンプル・インストゥルメントは、リス
ト上部にある項目名をクリックすることでロケーション順、名前のアルファ
ベット順、サイズ順、バージョン順に並べ替えることができます。

右クリック
リストにあるサンプル・インストゥルメントを右クリックをすると、次のような
オプションを使用できます：

アップロード - Nord Electro 3からコンピュータにサンプル・インストゥ
ルメントをアップロードします。アップロードされたファイルは、.nsmp形式
で保存されます。

他のコンピュータのファイルと同様に、.nsmpファイルもリネームやeメー
ルへの添付、コピーや移動、消去、あるいはハードディスクのクラッシュに備
えて別の安全なボリュームに移しておくことも可能です。

Nord Electro 3内のサンプル・インストゥルメントの配列を変更したい場
合、いくつかの注意点があります。サンプル・インストゥルメントを使用して
いるプログラムは、単にそのロケーション番号を参照しているだけですの
で、サンプル・インストゥルメントの配列が変わってしまうと、そのサンプル・
インストゥルメントを使用したプログラムの音が変わってしまいます。

ダウンロード - コンピュータ上にあるファイルをNord Electro 3に転送
（ダウンロード）します。なお、このオプションはNord Electro 3のメモ
リーに空きエリアがある場合にのみ使用できます。

デリート - Nord Electro 3のメモリーからサンプル・インストゥルメントを
削除します。なお、削除したサンプル・インストゥルメントを使用したプログ
ラムがある場合、そのプログラムは正常に発音できなくなりますので、十分
ご注意の上作業をしてください。

Nord Electro 3でサンプル・インストゥルメントを使用したプログラムを選
択した時に、そのプログラム・ナンバーが点滅している場合、そのプログラム
で使用するはずのサンプル・インストゥルメントがメモリー上にないことを意
味しています。

リストの項目
Loc - Location（ロケーション）

このタブのリストに表示されるサンプル・インストゥルメントは、番号で管理
されています。その番号は、Nord Electro 3のタイプ・セレクターで選択
されるサンプル・インストゥルメントの番号と対応しています。

Name（ネーム）

サンプル・インストゥルメントは生成時にプロジェクト名をそのまま受け継
ぎます。プロジェクトを保存していない状態でサンプル・インストゥルメント
を生成た場合、つまり名前がない状態の場合、サンプル・インストゥルメント
の名前は自動的に「Untitled」という名前になります。
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Nord Electro 3からコンピュータへサンプル・インストゥルメントをアップ
ロードした場合、コンピュータに保存される.nsmpファイルのファイル名
は、リストに表示されているものと同じ名前になります。また、コンピュータ
上で.nsmpファイルをリネームした場合は、同じ名前でNord Electro 3
にダウンロードされます。

Nord Electro 3内では複数のサンプル・インストゥルメントにまったく同じ
名前をつけることはできません。例えば、２度続けてプロジェクトを保存しな
いままサンプル・インストゥルメントを生成し、Nord Electro 3にダウンロー
ドした場合、どちらも「Untitled」という名前のサンプル・インストゥルメント
になりますが、最初にNord Electro 3にダウンロードしたサンプル・インス
トゥルメントは、次にダウンロードしたサンプル・インストゥルメントに上書き
保存されてしまいます。また、このタブのリストにあるサンプル・インストゥル
メントと同じ名前の.nsmpファイルをコンピュータ上でリストにドラッグした
場合、その操作は無効になります。

Size（サイズ）

サンプル・インストゥルメントの容量を表示します。Nord Electro 3のメモ
リーの空き容量が少ない時に、どのサンプル・インストゥルメントがどのくら
いのメモリー容量なのかを確認したい場合に便利です。

Ver（バージョン）

.nsmpフォーマットのバージョン番号を表示します。

フッタ・メモリー・インジケーター
フッタ・エリアには、数値とグラフでNord Electro 3のメモリーの使用
状況を表示するスペースがあります。グラフの赤い部分は使用済みメモ
リー、緑の部分はサンプル・インストゥルメントをダウンロードできる空きス
ペースです。

ファイル形式とその名前
Nord Electro 3に関連し、Nord Sample Editorが使用するファイルに
は、次のような拡張子があります：

.nwiproj – Nord Sample Editorプロジェクト・ファイル

このファイルにはプロジェクトの各種設定が保存されています。オーディ
オ・ファイルはこのファイルに含まれていません。オリジナルのオーディオ・
ファイルの内容が変更された場合、プロジェクトにも影響を及ぼしますの
でご注意ください。このファイル形式は、プロジェクトを保存すると作成さ
れます。

プロジェクトからサンプル・インストゥルメントを生成した後に変更を加えた
くなる場合もありますので、プロジェクト・ファイルはこまめに保存すること
をお勧めします。

.nsmp - Nord Sample Instrumentファイル

このファイルには、１つのサンプル・インストゥルメントを構成する、適正に
カットされエンコードされたオーディオとプロジェクトの設定が含まれてい
ます。このファイル形式はInstrumentタブで（または「Generate」ボタン
で）プロジェクトからサンプル・インストゥルメントを生成すると作成されま
す。また、Nord Electro 3からサンプル・インストゥルメントをアップロード
した時にも、コンピュータ上に.nsmpファイルが作成されます。

このファイル形式は、他のNord Wave、Nord Electro 3ユーザー間で
シェアすることもできます。また、.nsmpファイルは他のアプリケーション
で開いたり編集することはできません。このファイルに対応するNord製品
とコンピュータとの間を往復（アップロード/ダウンロード）することのみ可
能です。

サンプル・インストゥルメントの内容を変更したい場合は、必ずオリジナル
のプロジェクト・ファイル（.nwiprojファイル）を使用し、サンプル・インストゥ
ルメントを改めて生成してください。
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9 MIDI機能

MIDIインプリメンテーションについて
Nord Electro 3は、以下のMIDIメッセージの送受信が可能です：

ノート・オン/オフ

•	 ノート・オン、ノート・オフ・メッセージの送信と受信

コントローラー

MIDIメニュー（１９ページをご参照ください）で、コントロール・チェンジ・メッ
セージの送信、受信の設定を行えます。
•	 MIDIコントローラー＃７（ボリューム）の受信
•	 MIDIコントローラー＃１０（パン）の受信
•	 MIDIコントローラー＃１１（エクスプレッション）の送信（コントロール・ペ
ダル端子にコントロール・ペダルを接続した場合）

•	 MIDIコントローラー＃６４（サスティン・ペダル）の送信（サスティン・ペダ
ル端子にサスティン・ペダルを接続した場合）

•	 MIDIコントローラー＃９０の送信（ローター・ペダル端子にペダルを接続
した場合）
•	 フロント・パネルのほとんどのノブ、ボタンはコントロール・チェンジ・メッ
セージの送受信が可能です。これらのコントロール・チェンジ・メッセージ
をMIDIシーケンサーなどに記録することも可能です。ノブ、ボタンそれ
ぞれに対応するMIDIコントロール・チェンジ・メッセージのリストにつきま
しては、次ページのMIDIインプリメンテーションをご覧ください。

キーボード・ベロシティ
Nord Electro 3はキーボード・ベロシティの送受信が可能です。オルガン・
サウンドは、入力されるMIDIベロシティ・データに関係なく常に一定のレベ
ルで出力します。また、リリース・ベロシティを送信することもできます。

プログラム・チェンジ
Nord Elector 3からのプログラム・チェンジ・メッセージ送信、Nord 
Electro 3へのプログラム・チェンジ・メッセージ受信に関する設定は、MIDI
メニューで行えます（１９ページをお読みください）。

Nord Electro 3でプログラムを選択すると、プログラム・チェンジ・メッ
セージがMIDI端子から送信されます。また、選択したMIDIチャンネルで
プログラム・チェンジ・メッセージを受信すると、そのメッセージに対応した
Nord Electro 3のプログラムが選択されます。

Nord Electro 3の１２８個のプログラムはMIDIプログラム・チェンジの０
〜１２７に対応します。

システム・エクスクルーシブ
個々のプログラム、またはすべてのプログラムをシステム・エクスクルーシ
ブ・ダンプで送信することができます。

シーケンサーを使用する
接続する

Nord Electro 3のMIDIアウトをシーケンサーのMIDIインに接続し
ます。

シーケンサーのMIDIアウトをNord Electro 3のMIDIインに接続し
ます。

ローカル・オン/オフ
Nord Electro 3での演奏をシーケンサーに記録/再生する時は、ローカ
ル・オフにします。ローカル・オフにしないと、シーケンサーに入ったMIDI 
データが、シーケンサーのMIDIアウトからそのまま出力（エコー・バック）
される場合、Nord Electro 3がそのMIDIデータを再び受信してしまい、
Nord Electro 3での演奏が２重にダブってしまいます。ローカル・オン/オ
フの設定はMIDIメニューで行います（１８ページをご参照ください）。

MIDIチャンネル
MIDIチャンネルの設定はMIDIメニューで行います（１９ページをご覧くだ
さい）。また、オルガン・モデルをスプリットで使用される際には、下鍵盤の
MIDIチャンネルを別個に設定することができます。

プログラム・チェンジ
プログラム・チェンジをシーケンサーに記録する場合、一般的にはシーケン
サーのトラック設定などに記録します。Nord Electro 3の１２８個のプロ
グラムは、プログラム・チェンジの０〜１２７に対応しています。

シーケンサーのトラックに直接プログラム・チェンジを記録したい場合は、
Nord Electro 3でプログラムを選ぶだけで記録されます。

コントローラー
Nord Electro 3のノブやボタンの動きをシーケンサーに記録する時は、
シーケンサーからのエコー・バックのMIDIチャンネルをご確認ください。

コントローラーとシーケンサーの「チェイス」機能
シーケンサーに曲の途中でオルガンのドローバーをリアルタイムで変化さ
せた動きを記録したとします。その後にシーケンサーをドローバーの状態
が変わる前のポジションまで「巻き戻し」ました。ところがNord Electro 3
のドローバーは元に戻りません。元に戻って欲しかったのですが…

この問題を解決するには、シーケンサーの曲の先頭にそのトラックで使用
するNord Electro 3のプログラムのコントローラー・セッティング（ノブや
ボタンなどの状態）を記録しておきます。詳しくは、次ページの「MIDIコン
トローラー・ダンプを送信する」をご参照ください。

�

�



９　MIDI機能　｜　４１

プログラム、コントローラー・ダンプ
もう１台のNord Electro 3や、シーケンサーなどの外部MIDI機器にプロ
グラムのシステム・エクスクルーシブやMIDIコントローラー・データをダン
プ送信する手順は、次のとおりです：

プログラム・ダンプを送信する
Nord Electro 3のMIDIアウトを、受信するMIDI機器のMIDIインと
接続します。

受信側のMIDI機器でMIDIシステム・エクスクルーシブとMIDIコント
ローラー・データを受信できる状態に設定します。

〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔MIDI〕ボタンを押してMIDIメニュー
に入り、アップ/ダウン・ボタンで「Dump One」または「Dump All」
を選択します。

必要に応じて受信側のMIDI機器をレコーディング・モードにします。

〔STORE〕ボタンを押すとダンプ送信が始まります。この間、ディス
プレイは点滅していますが、送信が終わりますと点滅が止まります。

オルガンを使用しているプログラムの場合は、すべてのセッティングをMIDI
システム・エクスクルーシブで送信できます。ピアノまたはサンプルを使用
しているプログラムの場合は、すべてのパラメーター情報は送信できます
が、サンプルのデータは送信されません。

Nord Electro 3からもう１台のNord Electro 3へプログラム・ダンプを
送信した場合や、一度送信したデータを同じNord Electro 3で再び受信
する場合は、送信したプログラムに対応しているピアノやサンプルのデー
タ（サンプル・インストゥルメント）が入っているかどうかをご確認ください。
サンプルのデータが正しくないと、プログラムを正しく発音できません。

コントローラー・ダンプを送信する
Nord Electro 3のMIDIアウトを、受信するMIDI機器のMIDIインと
接続します。

受信側のMIDI機器でMIDIシステム・エクスクルーシブとMIDIコント
ローラー・データを受信できる状態に設定します。

〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔MIDI〕ボタンを押しMIDIメニューに入
り、アップ/ダウン・ボタンで「Send CC」を選択します。

〔STORE〕ボタンを押すと、コントローラー・ダンプを送信します。こ
の時、ディスプレイは点滅していますが、送信が終了すると点滅が止
まります。

MIDIシステム・エクスクルーシブ・ダンプを受信する
送信側のMIDI機器のMIDIアウトとNord Electro 3のMIDIインを
接続します。

送信側のMIDI機器で送信のための操作をします。

送信したデータがすべてのプログラムの場合は、Nord Electro 3のすべ
てのプログラムは受信したプログラム・データに書き替わります。プログラ
ム１個分のデータのみを送信した場合は、そのデータはNord Electro 3
でその時に選ばれていたプログラム番号に一時的に蓄えられます。この
時、ディスプレイの右下にドットが表示されます（プログラムをエディットし
た状態になります）。このデータを保存したい場合は、通常の保存の操作を
行います（９ページの「プログラムを保存する」をご覧ください）。

MIDIコントローラー・リスト
次のリストはフロント・パネルのすべてのノブとボタンに対応するMIDIコン
トローラー・ナンバーのリストです：

�
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Nord Electroパラメーター MIDIコントローラー
ドローバー：プリセット２/アッパー
Drawbar 1 16
Drawbar 2 17
Drawbar 3 18
Drawbar 4 19
Drawbar 5 20
Drawbar 6 21
Drawbar 7 22
Drawbar 8 23
Drawbar 9 24
ドローバー：プリセット１/ロワー
Drawbar 1 70
Drawbar 2 71
Drawbar 3 72
Drawbar 4 73
Drawbar 5 74
Drawbar 6 75
Drawbar 7 76
Drawbar 8 77
Drawbar 9 78
Organ Model Sel 9
Preset/Manual Sel 3
Perc Decay 88
Perc Level 89
Sustain Pedal 64
Control Pedal 11
Rotary Speed 82
Rotary Stop Mode 79
Vib Mode 84
Vib On/Off Preset 2/UP 85
Vib On/Off Preset 1/LOW (B3 Model) 117
Perc On/Off 87
Perc Hard 95
Samp Attack Sel 33
Samp Release Sel 34
Clav EQ Brill On/Off 103
Clav EQ Treble On/Off 104
Clav EQ Medium On/Off 105
Clav EQ Soft On/Off 106
Inst Sel (Organ/Piano) 13
Piano Type 12
Piano Model 44
Piano Mono 83
Piano Dynamics - Electro 3 HP only 99
Acoustics - Electro 3 HP only 98
Oct Shift Organ Upper 27
Oct Shift Organ Lower 28
Oct Shift Piano 29
EQ On/Off 115
EQ Treble 113
EQ Mid 116
EQ Mid Freq 117
EQ Bass 114
Gain 7
Effect 1 Rate 63
Effect 1 Sel 60
Effect 1 On/Off 69
Effect 2 Rate 62
Effect 2 Sel 61
Effect 2 On/Off 80
Speaker/Comp Drive 111
Speaker/Comp Sel 81
Speaker/Comp On/Off 86
Reverb Wet/Dry 102
Reverb Sel 96
Delay Rate - Electro 3 HP only 92
Delay Ping Pong - Electro 3 HP only 93
Delay On/Off - Electro 3 HP only 94



４２　｜　NORD ELECTRO 3 ユーザー・マニュアル OS V3.X

MIDIインプリメンテーション・チャート
ファンクション 送信 受信 備考
ベーシック・チャンネル １−１６ １−１６

デフォルト・チャンネル １−１６ １−１６

モード 電源オン時 Mode 3 Mode 3

メッセージ X X

代用

ノート・ナンバー ０−１２７ ０−１２７

音域

ベロシティ ノート・オン ◯１−１２７ ◯１−１２７

ノート・オフ ◯１−１２７ ◯１−１２７

アフタータッチ キー別 Ｘ Ｘ

チャンネル別 Ｘ Ｘ

ピッチ・ベンド Ｘ Ｘ

コントロール・チェンジ ◯ ◯

プログラム・チェンジ ◯０−１２７ ◯０−１２７

システム・エクスクルーシブ ◯ ◯

システム・コモン ソング・ポジション Ｘ Ｘ

ソング・セレクト Ｘ Ｘ

チューン Ｘ Ｘ

システム・リアルタイム クロック Ｘ Ｘ

コマンド Ｘ Ｘ

その他 ローカル・オン/オフ Ｘ Ｘ

オール・ノート・オフ Ｘ Ｘ

アクティブ・センシング Ｘ Ｘ

リセット Ｘ Ｘ

Mode 1: Omni On, Poly - Mode 2: Omni On, Mono - Mode 3: Omni Off, Poly - Mode 4: Omni Off, Mono - 0 = Yes - X = No
Model: Nord Electro 3 OS v1.x Date: 2008-12-15



Nord Electro 3仕様
鍵盤部

•	 Nord Electro 3：６１鍵（Ｃスケール）、７３鍵（Ｆスケール）ベロシティ・
センシティブ、セミ・ウェイテッド・ウォーターフォール型キーボード

•	 Nord Electro 3 HP：７３鍵（Eスケール）ハンマー・アクション・ポータ
ブル・キーボード

ピアノ/サンプル・ライブラリー・セクション

•	 ピアノ・タイプ：5種（Grand、Upright、E.Piano、Wurly、Clav/
Harpsichord）

•	 メモリー容量：185MB（フラッシュ・メモリー）
•	 各ピアノはユーザーによる入替が可能。Nord Sound Managerアプ
リケーションにより新規サウンドのダウンロード可能。
•	 ストリング・レゾナンス（ジェネレーション１）
•	 最大５０種までのサンプル・ライプラリーをメモリー可能
•	 メモリー容量：68MB（フラッシュ・メモリー）
•	 ステレオ・ピアノ、サンプルはモノラルでも発音可能
•	 最大同時発音数：４０〜６０ボイス

Nord Electro 3 HP専用機能：

•	 ストリング・レゾナンス・コントロール（ON/OFF）
•	 ダイナミック・レスポンス・カーブ：４種（選択式）

オルガン・セクション

•	 オルガン・モデル：３種（B3、Vox Continental、Farfisa）全鍵発振
•	 デジタル・コントロール式ドローバーｘ９
•	 各プログラムで２つの異なるオルガン・レジストレーションを使用可能
•	ドローバー・ボタンとLEDバーグラフによるデジタル・コントロール式ド
ローバーを採用

•	 各オルガン・モデルにつき１７種のオルガン・プリセット
•	 パーカッション・エフェクト（Ｂ３モデル：セカンド、サード、ノーマル/ソフ
ト、ファスト/スロー）
•	 パーカッション・レベル、ディケイ、キー・クリック・レベル調節可能
•	 各オルガン・モデルに専用のビブラート/コーラス内蔵
•	４種のトーンホイール・モード（Ｂ３モデル）
•	 外部MIDIキーボードを接続し二段鍵盤演奏が可能なMIDIスプリット

エフェクト・セクション

•	 エフェクト１：パン、トレモロ、オートワウ、ペダルワウ、リング・モジュレー
ター

•	３段階のデプス（パン、トレモロ）、Rateノブによるレイト・コントロール
•	 ペダルワウ、リング・モジュレーターでコントロール・ペダルを使用可能
•	 エフェクト２：フェイザー、フランジャー、コーラス
•	３段階のデプス、Rateノブによるレイト・コントロール
•	 コンプ/アンプ：３種のアンプ/スピーカー・シミュレーション、コンプレッ
サー、ロータリー・スピーカー

•	 Driveノブによるドライブ/コンプレッション調節が可能
•	 ロータリー・スピード・コントロール：スロー、ファスト、ストップ
•	トレブル、ベース・ローターの回転速度、変速速度の調節可能
•	 リバーブ：５種のアルゴリズム（ルーム、ステージ・ソフト、ステージ、ホー
ル、ホール・ソフト）

•	 エフェクト・バランス・コントロール
•	３バンドEQ：ミッド周波数可変式、各バンド±15dB

Nord Electro 3 HP専用機能：

•	 ディレイ：レイト、アマウント、タップ・テンポ、ステレオ・ピンポン

接続端子

•	 オーディオ・アウトプットｘ２（L/R）：標準フォーン・ジャック
•	 モニター・インプット：ミニ・ステレオ・ジャック
•	 ヘッドフォン・アウトプット：標準ステレオ・ジャック
•	 コントロール・ペダル・インプット：標準ステレオ・ジャック（コントロール/
エクスプレッション・タイプのペダルをご使用ください）

•	 サスティン・ペダル・インプット： 標準フォーン・ジャック（モーメンタリー・
タイプのペダルをご使用ください）

•	 ロータリー・スピーカー・スピード・スイッチ・ペダル・インプット：標準
フォーン・ジャック（モーメンタリー・タイプのペダルをご使用ください）

•	 MIDIイン、MIDIアウト
•	 USB：タイプＢコネクター
•	 電源コネクター

Nord Electro 3 HP専用機能：

•	 対応コントロール・ペダルの拡大：コルグEXP2、XVP10使用可能

付属品

•	 ユーザー・マニュアル
•	 電源コード
•	 Nord DVD-ROM

外形寸法

•	 Nord Electro 3（６１鍵）：900 (W) x 300 (D) x 100 (H) mm
•	 Nord Electro 3（７３鍵）：1,120 (W) x 300 (D) x 100 (H) mm
•	 Nord Electro 3 HP：1,078 (W) x 344 (D) x 121 (H) mm

重量

•	 Nord Electro 3（６１鍵）：7.65kg
•	 Nord Electro 3（７３鍵）：9.1kg
•	 Nord Electro 3 HP：11kg

仕様は予告なく変更する場合があります。
本マニュアルに記載のブランド名や商標は、すべて各社または各所有者の商標であり、
Clavia社とは一切の関係はありません。また、これらの商標は本機のサウンドや機能を説明
するためにのみ使用しています。

仕様　｜　４３



10 索引

英数
1/Lo 12
2/Up 12
B3 11
Clav EQ 14
Ctrl Pedal 17、19
EQ 16
Farf 11
LED 15
Lアウト 6
MIDI 18
MIDIアウト 6
MIDIイン 6
MIDIコントローラー・リスト 41
MIDIスプリット 12、18
MIDIチャンネル 18
nwiproj 39
P-Wa 16
Prog A 15
RM 16
RND 13
Shift 15
Shiftボタン 5
Slow At 14
USB接続 6
Vel Dyn 14
VX 11

ア行
アウトプット・ルーティング 17
アサイン・ボタン 33
アッパー・マニュアル 12
アップ/ダウン 15
アップロード 21
アド・フォルダ 30
アド・ボタン 32
イグジット 30
イネーブルド・ボックス 32
インストゥルメント 15
インストゥルメント・メニュー 30
インターバル 33、37
エフェクト 9、16
オーディオ（セッティング） 30
オーディオ・ファイル 32
オート・パン 16
オート・マップ 37
オート・ワウ 16
オクターブ・ゲイン 36
オクターブ・シフト 9、15
オルガン・セクション 11
オルガン・トリガー 18
オルガン・プリセット 13
オルガン・プリセットを保存する 15
オルガン・モデル 11

カ行
キー・クリック・レベル 19
キーボード・ゲイン・グラフ 36
キーボード・グリッド 31
黄色のハイライト 31

キャンセル・ボタン 31
クラビネット 13
グローバル・ゲイン 36
グローバル・デチューン 37
クロスフェード 35
クロスフェード・カーブ 35
ゲイン 17
ゲイン 36
ゲイン・グリッド 36
コモン・エリア 31
コントロール・キー
+D 30
+F 30
+G 30
+N 30
+O 30
+Q 30
+S 30
+W 30
+Y 30
コーラス 16
コントロール・ペダル 7
コンプレッサー 16

サ行
サード 12
サウンド・メニュー 19
サスティン・ペダル 7、17
サンプル・エンベロープ 14
システム・メニュー 17
ショート・ループ 35
新規プロジェクト 30
スタート 35
スタート・ノート 33
ストップ 35
ストップ・モード 12
スピーカー/コンプ 16
スレッショルド 33
スロー/ストップ 12
生成する 30
セッティング 30
セント 36
ゾーン 37
ソフト/ファスト 12

タ行
ダウンロード 22
タブ・リファレンス 31
中央C 31
デアサイン 33
デアサイン・オール 33
デチューン 36
デチューン 37
デリート 38
転送する 21
トーンホイール・クロストーク 19
トーンホイール・モード 19
ドット 31
トランスポーズ 17
トレブル・ホーン 19
トレモロ 16

ドローバー 13
ドローバー・スピード 18

ナ行
ナンバー 33
ネーム 32、39
ノー・ループ 35
ノーマライズ・オール 36

ハ行
パーカッション 12
パーカッション・スロー・ディケイ 19
パーカッション・ソフト・レベル 19
パーカッション・ドローバー９キャンセ
ル 19
パーカッション・ノーマル・レベル 19
波形 32
ピアノ 13、14
ピアノ・タイプ 14
ピックアップ 13
ピッチ検出 35
ビブラート/コーラス 12
ファイル・フォーマット 30
ファイル・メニュー 30
ファイルを追加する 30
ファイン・チューン 17
ファクトリー・プリセット 4
フェイザー 16
フェイド・アウト 35
複数のファイル 30
フッタ・エリア 31
フランジャー 16
プリセット/スプリット 10、12
プレイ・モード 37
プログラム 14
プログラム・チェンジ 18
プログラム・メモリー 8
プログレス・バー 31
プログレス・バー（上） 31
プログレス・バー（下） 31
プロジェクトを閉じる 30
プロジェクトを開く 30
プロジェクトを保存する 30
ベース・ローター 19
ヘッドフォン 6
保存する 9、15

マ行
マスター・レベル 11
マッピングする 37、38
マニュアル・サンプル・アサイン 33
右クリック 38
メモリー・インジケーター 39
メモリー・プロテクト 9
モデル 14
モニター・イン 6
モノ 14

ラ行
ライブ 9、15
リセット・オール 36
リバーブ 16、17
リファレンス 30
リマップ・ボタン 33
リムーブ・ボタン 32
リリース 14
リング・モジュレーター 16
ルート・キー 33
ループ・オプション 34
ループ・スタート 34
ループ/ ストップ・タブ 33
ループの種類 35
ループを設定する 35
レンクス 34
レンジ・ビギン 33
レンジ・エンド 33
ローカル 18
ロータリー 16
ロータリー・スピード 12
ローター・ペダル 7、17
ロワー・チャンネル 18
ロワー・マニュアル 12

ワ行
ワウワウ 16
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